
Excel 2013 の紹介
 2015年 2月21日　河出　修

Ⅰ．Excel 2013 について
　●Excel 2013 はOffice 2013 に含まれるソフトで、2013年2月7日に発売開始された。

　 　●Windows 8/8.1 パソコンには標準ソフトとして、プリインストールされている場合が多い。

Ⅱ．Excel 2013 の新機能
　●「スタート画面」が追加された。
　●「フラッシュフィル」、「おすすめグラフ」、「おすすめピボットテーブル」、
　 　「クイック分析レンズ」等がある。

 １．スタート画面

　　●「Excel 2013」を起動すると「スタート画面」が表示される。
　　●「スタート画面」に表示されている業務を選択すれば、新しい表が簡単に作れる。
　　●新規ブックを作成する場合は、「空白のブック」を選択する。

 ２．フラッシュフィル

　　●「フラッシュフィル」は「データ」タブの中にある。（オートフィル機能の進化したもの）
　　●名簿の１行目に「姓」又は「名」を入力し、「フラッシュフィル」ボタンを押すと２～５行目は
　　　 自動的に分離される。
　　●上記とは逆に、「姓」と「名」を「氏名」に結合することもできる。

氏名 姓 名 氏名 姓 名
伊藤　裕子 伊藤 裕子 伊藤　裕子 伊藤 裕子
榎本　徹 榎本　徹 榎本 徹
太田　雄一 太田　雄一 太田 雄一
高橋　直子 高橋　直子 高橋 直子
中村　正和 中村　正和 中村 正和
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 ３．おすすめグラフ

　　●「おすすめグラフ」は「挿入」タブの中にある。
　　●「おすすめグラフ」の例：下記データを選択（B81：J82）し、「おすすめグラフ」ボタンを押す。

★Ｔ市の平均気温
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

平均気温 2.8 4.3 8.1 13.8 18.3 21.9 25.5 26.6

●「おすすめグラフ」が
　 自動的に表示される。

●気に入ったグラフを
　 選択し、「ＯＫ」ボタンを
 　押せば完了。

　　●棒グラフの例

●「グラフ要素」を選択。

●「グラフスタイル」を選択。

●「グラフフィルター」
　・系列、カテゴリを選択。
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４．おすすめピボットテーブル

　　●「おすすめピボットテーブル」は「挿入」タブの中にある。

★売上データ
日付 得意先 商品名 金額
1月 A社 AA 100
1月 B社 BB 150
1月 C社 CC 200
1月 D社 DD 300
1月 A社 BB 400
1月 B社 CC 500
1月 C社 DD 250
2月 D社 BB 350
2月 A社 AA 450
2月 B社 BB 500
2月 C社 CC 600

　　●「売上データ」の1つのセルをクリックし、「おすすめピボットテーブル」ボタンを押す。
　　●「おすすめピボットテーブル」が表示される。好みのテーブルを選択し、「ＯＫ」ボタンを押せば
　 　　「おすすめピボットテーブル」が別シートに作成される。

　　　　　★出力例１ 　　　　　★出力例２
行ラベル 合計/金額 行ラベル 合計/金額
A社 950 AA 550
B社 1150 BB 1400
C社 1050 CC 1300
D社 650 DD 550
総計 3800 総計 3800

　　●「おすすめピボットテーブル」が表示され、「空白のピボットテーブル」を選択する。
　 　　行、列、計算項目を指定すると、より複雑な「ピボットテーブル」が作成できる。

　　　　　★出力例３
合計 / 金額
行ラベル 1月 2月 総計
A社 500 450 950
　AA 100 450 550
　BB 400 400
B社 650 500 1150
　BB 150 500 650
　CC 500 500
C社 450 600 1050
　CC 200 600 800
　DD 250 250
D社 300 350 650
　BB 350 350
　DD 300 300
総計 1900 1900 3800
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